
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有限会社 真砂 有限会社 真砂 

発行日：2014.3.1 

 

本社：益田市三宅町 1-19 

TEL：0856-22-5172 

http://www.socorro.co.jp/ 

浜田営業所：浜田市相生町 3905 宇津ビル２Ｆ 

TEL：0855-28-7767 

http://socorrohamada.createhope.jp/ 

株式会社 ソコロシステムズ 

3 月号 
平成 26 年度 通算 27 号 

今月のセミナー内容は、こちら！！ 

ソコロはあなた様のご来場をお待ちしております。 

 

 ホームページ作成 講習会 

「ホームページを作りたいけど、どうしていいか分からない…」 

そんな方でも楽しく編集できるホームページ作成ツールのご紹介です。 

開催日 益 田 本 社 3 月 20 日(木)    参加費 無料（※テキスト代 525円が必要となります。） 

    浜田営業所                                定員 5名 

時間  益田本社：①14：00～ 浜田営業所：①14：00～ ②19：00～ 

MOS試験合格 対策講座 

3 月 14 日(金)/19 日(水) 

増税前のラストチャンス！！転職・就職に役立つ MOS 資格を取得してみよう！ 

＊講習内容 Microsoft Office  Specialist Excel2010 試験対策 

 開催日  3 月 10 日(月)/14 日(金)/18 日(火)/20 日(木) 計 4 回  

時 間 19:00～21:00（1 回 2 時間）    場所 株式会社ソコロシステムズ 浜田営業所 

講習料 12,600 円(テキスト代含む)    定員 6 名 

  

●パソコンに触ったことがない。 

●タブレットを触ったことがない。 

●Word や Excel を使ったことがない。 

●ビジネスに関する知識やスキルがない。 

●ビジネスマナーを身に付けたい。 

ＰＣ操作の不安を解消し、 

「使える人」になろう！！ 

 募集期間 H26年 3月 10 日（月）～ H26年 4月 28日（月） 

 訓練期間 H26年 5月 27 日（火）～ H26年 8月 26日（火） 

 訓練実施会場 ソコロ浜田教室 

 問合せ/申込み先  担当：宮内 

ソコロ浜田教室 電話：0855-28-7767 FAX：0856-22-5165 

求職者支援訓練(基礎コース) 訓練実施機関：株式会社ソコロシステムズ 

ビジネスセミナー 

＊セミナー内容・日程＊                    開催場所：益田本社 時間：14:00～ 土曜日開催 

1.マイクロソフトクラウドサービスのご紹介 Office365・WindowsIntune・WindowsAzure・Dynamic CRM 

開催日 3 月 8 日/22 日     参加費：無料 

2.Windows XP サポート終了間近！！ なぜ必要なのか？何をすればいいのか？ 疑問にお答えします！ 

開催日 3 月 1 日/15 日/29 日   参加費：無料 

 お問合せ先・お申込み先 益田本社 電話：0856-22-5172 浜田営業所 電話：0855-28-7767  

『有限会社真砂』さんは益田市真砂地区で豆腐の生産と地区の 

振興をされています。 

主な商品は石見地方の大豆を使用し、ローテク（昔ながらの製

法）で作られる『真砂のとうふ』。 

豆腐の味もさることながら、注目すべきは社長さんが運営する 

フェイスブックページ『真砂＋』。 

頻繁にアップされる投稿内容が素晴らしいのです。 

投稿に対する『いいね』やコメントも多く、SNS上で理想的な 

情報発信とコミニュティーを形成しています。 

『真砂のとうふ』は益田市のスーパーさんで販売されています。 

 
＜お問い合わせはこちらまで！！＞  

益田市波田町イ７５３－１   ＴＥＬ／ＦＡＸ （０８５６）２６－０７７５ 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2001 年 2014 年 

インターネット メールの送受信と Web サイトの閲覧が

中心 

動画や音楽の視聴。SNS などリアルタイム性が

求められる。 

通信回線 常時接続は ISDN か ADSL 

通信速度は 128K～8M程度 

光回線と CATV、モバイル回線が主流。 

速度は 100M～200M 

LAN 有線 LAN が主流 

最高速度は 10M～100M 

無線 LAN が主流 

最高速度は 300M 

パソコン CPU：Pentium3(1.0GHz) 

メモリ：256MB 

記憶容量：40GB 

CPU：Core i-7(2.4GHz) 

メモリ：8GB 

記憶容量：1.5TB 

編集長のつぶやき 

～ソコロ通信編集部について～ 

技術情報 
あなたと初めて出会ってから、もう 13 年がたつ。 

はじめは取っ付きにくかったものの、何度も触れ合ううちに、いつしかあなたなしでは何もできない自分がいた。 

妻よりも長い時間を共に過ごし、良い時も悪い時も苦楽を共にしてきた。そんなあなたとの別れの時が今近づいている・・・ 

いよいよ 2014年 4月 9日(日本時間)、WondowsXP のサポートが終了する。 

XPを使っている方は、サポート終了に向けた対策が必要である。では何故、XPのサポートが終わってしまうのだろう

か。主な理由として挙げられるのが『PCを取り巻く環境の変化』であろう。2001年 2月 WindowsXPが発表されてからす

でに 13年が経過している。13年といえば一昔。生まれた子供が中学校に上がろうかという歳月である。 

2001年当時から比べて、ネットやパソコンを取り巻く環境は大きく様変わりした。当時インターネット回線の主流はダ

イヤルアップ方式で接続する低速サービスが主流であり、ようやく ADSLのサービスが始まったばかりで速度も１Mbps

程度だった。今や光回線の理論上の速度が 1Gbps、モバイル通信もドコモの LTEサービスが 150Mbpsをうたっている。 

インターネットでは Webやメールだけでなく、映画などの大容量のコンテンツやクラウドサービスの情報が行き交って

いる。パソコンの性能は大幅に向上し、保存できるデータ量は数十倍に増えた。 

セキュリティのリスクも増え、パソコンを攻撃するための新しい手口が次々と生み出されている。 

これはコンピューターだけに言えることではなく、どんな優れたモノ（ゼロ戦がそうであったように）も、登場した時

代の思想や技術、インフラを前提に開発されている。 

タブレットパソコンの選び方 タブレットパソコンの選び方 
『タブレット』といっても多くのメーカーから様々な機種が販売されています。 

安い製品では、2万円以下でも購入できる物もあります。 

タブレットは欲しいけど、何を買えばいいのかわからないというのが正直なところですよね。 

購入する機種は用途に合わせて、画面のサイズや OSの種類で絞り込んでいくとよいでしょう。 

タブレットを大きく分類すると、3種類に分けられます。 

①6～8型の小型タブレット ②９～10型の大型タブレット ③Windowsタブレット 
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昔は家庭で魚を焼く場合は七輪を使っていたのではないでしょうか。 

最近はグリルなどを使い、またはフライパンで焼くための専用シートもあったりと魚を焼くのが手軽になりました。 

先日、家呑みをしている最中にどうしても干物が食べたくなり、オーブントースターで干物を焼きました。 

それが失敗でした(+o+)。焼いた魚は『ニギス』と呼ばれる魚。形状は細長く、淡泊そうな顔をしているのですが、見た目

によらず脂がのっています。そこが美味しいのですが・・・。 

通常オーブントースターで何か焼く場合は、底にアルミホイルを敷きますが、その日私は何も敷かずに干物を焼きました。

干物自体は美味しく焼けたのですが、したたり落ちた脂でオーブントースターの底がまる焦げに・・・。 

しかも匂いがこびりつき、パンを焼くと干物の匂いがする（魚好きにはたまりませんね!!）ようになってしまいました。 

近いうちに新しいオーブントースターを、妻にプレゼントすることになるかもしれません。 

今月の名言  焦さなければ出ない味わいもある。恋もまた同じ。 ｂｙトウフマン岩井(益田市真砂の豆腐屋さん) 

我社のホームページに新しいページができました。 『ソコロ通信編集部』 

その秀逸な記事や紙面スペースの関係で、記載しきれなかった記事などを掲載しています。 

 ソコロ通信編集部 検索 

真砂のとうふ 検索 

XPのサポート終了の最大の理由は上記のように、セキュリティ対策に限界があるためである。 

パソコンを狙う攻撃は手口が巧妙になり、使う技術も日々進歩している。古い構造の OS ではそれに対処するのにも限界

がある。適切なタイミングで安全性に優れた OSに移行することが、快適にパソコンを使うことにつながるという考え方

から、マイクロソフトは自社製の製品について『サポートライフサイクルポリシー』を規定している。 

Webサイトなどで公表されているが、その中でパソコンの OSについては、発売から 10年のサポートを提供すると表明

している。ただし、WindowsXPは WindowsVista(マイクロソフト最大の駄作)の発売が遅れた影響で、例外的に 13年近く

サポート期間を設けていた。 

サポート終了後のセキュリティはどうなるのか？ 

主なウイルス対策ソフトはそのまま使用できる。ただし、必ずしも安全とは言えない。OSそのものの脆弱性を解消でき

るわけではないからである。 

ウイルス対策ソフトの役割は脆弱性の解消ではなく、ウイルスなどの不正プログラムを見つけたり、防御をするための

ものである。防御しきればければ、脆弱性を悪用されてしまうのである。サポート終了後の XPは攻撃者にとって格好の

標的となるだろう。 

 

2014年現在、13年前に登場した WindowsXPがもはや時代遅れなのはまぎれもない事実である。 

しかしこれほど長く使われ、そして多くの人に愛された OSは他にないだろう。 老兵は死なず、ただ消え去るのみ。 
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